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九
三
叫
白
S
ミ
ミ
向
。
遣
な
忠
告
内
自
b
R
h同
財
守
ミ
白
ミ
器
官
h
E
R
H
止
さ
言
、
問
、
号
室

E
S誌
均
、
h
G
E
N
G
h

白
弘
、
ミ
色
町
内
N
明
言
怠
的
見
。
ミ
さ
誌
丸
町
』
芯
町
内
宮
言
問
見

守
h
・
日
注
目
尽
さ
世
間

3
5
h。
ミ
ミ
ミ
ロ
円
。
室
、
.
宮
、
司
令
¥
向
。
九

N
E
S
E
-
H史
的
・
ミ
令
札
・

以
下
領
主
牧
羊
経
営
の
実
態
に
立
ち
入
っ
て
分
析
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
牧
羊
に
つ
い
て
一
般
的
な
年
間
行
吉
ー
に
つ
い
て
概
観

し
て
お
こ
う
。

当
時
農
業
腐
の
起
点
で
あ
っ
た
ミ
ク
ル
マ
ス

〈
九
月
二
十
九
日
)
以
降
、
羊
は
す
で
に
収
穫
を
終
っ
た
耕
地
の
刈
株
に
放
牧
さ
れ
る
c

こ
の
場
合
に
、
羊
を
放
牧
す
る
前
に
、
他
の
家
畜
を
放
牧
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
羊
の
刈
株
を
食
ん
だ
後
に
は
も
は

(
7
)
 

ゃ
、
ほ
と
ん
ど
他
の
家
畜
の
食
む
べ
き
刈
株
は
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

諸
聖
徒
日
(
十
一
月
一
日
)
あ
る
い
は
聖
マ
l
チ
ン
の
祝
日
(
十
一
月
十
一
日
)
か
ら
、
通
常
、
羊
を
含
め
て
家
畜
は
す
べ
て
屋
外
か

ら
家
畜
小
舎
に
収
容
さ
れ
、
越
冬
す
る
。
夏
期
に
刈
取
ら
れ
た
乾
草
が
冬
の
聞
の
飼
料
に
あ
て
ら
れ
る
が
、
不
足
の
場
合
に
は
、
小
麦
、

大
麦
の
わ
ら
や
、
ま
め
の
爽
、
茎
が
混
ぜ
て
与
え
ら
れ
る
。
冬
期
の
飼
料
は
、
往
々
に
し
て
不
足
す
る
の
で
、
越
冬
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

な
い
家
畜
は
、
屠
殺
さ
れ
、
肉
は
塩
付
に
さ
れ
、
保
存
さ
れ
る
慣
行
が
あ
っ
(
問
。
し
か
し
、
牛
肉
、
ベ
ー
コ
ン
手
量
一
な
っ
て
、
羊
肉
は

食
用
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
は
な
く
、
脂
肪
を
探
る
に
と
X

ま
り
、
や
は
り
な
ん
と
い
っ
て
も
羊
毛
こ
そ
が
重
要
で
あ
っ
た

(
叩
)

と
い
わ
れ
て
い
る
。

年
が
明
け
て
、
早
け
れ
ば
復
活
目
、
お
そ
く
も
聖
十
架
発
見
の
祝
日

外
に
出
さ
れ
、
共
同
地
に
放
牧
さ
れ
る
。

(ho
ミ
ミ
h~
ミ
匂
む
と
円
之
内
悼
式
弐
な

五
月
一
一
一
日
)

頃
か
ら
、
羊
は
屋

春
に
か
け
て
仔
羊
が
産
ま
れ
(
ぽ
自
立
ロ
戸

hNh
更
と
む
と
る
そ
し
て
五
月
上
旬
よ
り
、
牝
羊
か
ら
搾
ら
れ
た
乳
を
原
料
と
し
て
チ
l

十
一
二
世
紀
イ
ン
グ
一
ア
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
見
)

六
七



〔ロ)

ズ
、
バ
タ
ー
の
製
造
が
乳
し
ぼ
り
女
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
九
月
中
旬
ま
で
続
け
ら
れ
る
。

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
(
完
)

六
八

復
活
日
か
ら
聖
霊
降
臨
日
の
聞
に
、
年
老
い
た
羊
を
え
ら
ぴ
、
特
に
よ
く
飼
料
を
与
え
た
上
で
、
施
洗
者
聖
ヨ
ハ
ネ
誕
生
の
祝
日
(
六

〈刊日)

月
二
十
四
日
)
ま
で
に
、
売
り
払
う
と
と
が
よ
い
と
農
書
は
奨
め
て
い
る
。

六
庁
に
入
っ
て
、
施
洗
者
聖
ヨ
ハ
ネ
誕
生
の
祝
日
ま
で
の
時
期
に
、

前
方
毛
す
る
な
何
回

g
u臼

E
H
E
m
-
雪国時切な〉

w

羊
毛
は
一
旦
羊
毛
倉
に
納
め
ら
れ
る
が
、
三
週
間
後
に
は
商
人
の
立
会
い
の
も
と
に
、
品
質

に
よ
り
等
級
を
つ
け
ら
れ
、
梱
包
さ
れ
、
積
み
出
さ
れ
る
。

羊
を
池
あ
る
い
は
小
川
の
流
れ
で
沈
い

(巧

B
Z
D
P
E
t
o
)
、

他
方
で
は
、
施
洗
者
聖
ヨ
ハ
ネ
誕
生
の
祝
日
よ
り
、
牧
草
地
に
お
い
て
牧
草
の
刈
り
取
り
、
乾
草
作
り
が
行
な
わ
れ
、
羊
小
舎
の
近
く

に
積
み
上
げ
ら
れ
、
屋
根
を
架
し
、
冬
期
の
飼
料
と
し
て
貯
古
賦
さ
れ
る
。

八
月
一
日
の
ラ
マ
ス
の
日
以
降
、
即
ち
乾
草
の
取
り
入
れ
の
後
、
牧
草
地
に
対
し
て
も
、
羊
が
放
牧
さ
れ
る
。
そ
し
て
再
び
ミ
ル
ク
マ

ハ
げ
)

ス
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
る
。

(

7

)
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刊
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岡
町
、
也
、
同
町
昌
同
時
、
師
匂

S
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∞
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S
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出
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h
b
町
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-
哲
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・
日
∞
l
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N
由・

の
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・
出

c
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口
♂
岳
、
-
n
h
H
.
‘
万
円
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・

ω
3
9
.
ω
S・

Z
-
H
)
白
H
H
Y
C
H
g

ペO
ロ
ロ
問
・
九
叫
ミ
h
叫
苫
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4白
内
ゐ
h

刊
さ
叫
誌
な
マ
ミ
な
お
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日
〆
日
目
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(
団
)
拙
稿
「
十
一
一
一
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
(
一
二
)
」
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
八
巻
四
号
所
収
(
以
下
拙
稿
「
前
掲
論

文
(
一
ニ
)
」
と
引
用
)
二
一

O
l
一
一
一
一
一
一
貝
参
君
。

(口
)

C
・
C
・
出

C
B胆
口
由

-
c
k
v
-
n
m
H
-
-
p
a
0
・

出
0
5
0
一円口一
O
即
日
に
お
け
る
領
主
の
牧
羊
経
蛍
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

一
人
の
家
畜
管
理
役
の
管
掌
の
も
と
に
逼
営
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
彼
の
直
接
の
指
揮
の
下
に
十
数
名
の
定
一
雇
の
牧
羊
役
(
印

Z
U吋

HOE-
守
町
三
宅
言
。
|
|
主
牧
羊
役
(
日
旦
ミ
印

FSFOE-

S
R喝
さ
同
守
町
三
宅
言
。
と
副
牧
羊
役

(-o田

m
q
m
F
S
F
O
E
-
s
gミ
司
令
ミ
ミ
的
〉

(
凶
)

っ
て
い
た
。
こ
の
他
に
以
下
酪
農
生
産
の
項
で
詳
し
く
触
れ
る
が
、

ー
ー
ー
と
数
人
の
臨
時
雇
一
の
羊
飼
い
が
、

牧
羊
に
当
た

一
、
二
名
の
酪
農
係
(
の
E
O同門
E
a
E
m
E
-
h
N
b
k
s・
と
二
十
名
前

後
の
手
伝
い
の
乳
し
ぼ
り
女
(
合
同
弓
自
即
日
門
戸
ミ
ミ
民
間
『
丸
色
町

LP誌
に
さ

hNhqgミ
ミ
ミ

V
2ミ
h

N

g

n

昔
、
宮
む
に
。
定
的

N
a
n
a言
問
凡
さ
る

が
雇
傭
さ
れ
て
い
る
。

(

刊

日

)

家
畜
管
理
役
は
、
年
間
二
十
四
志
の
地
代
免
除
を
受
け
て
い
る
が
、
副
牧
羊
役
、
巴
立
目
。
出
ロ
日

σ
2・
問
。
吋
山
口
mHHmwE
の
庄
屋
を
そ

れ
ぞ
れ
数
年
勤
め
上
げ
た
農
奴
身
分
の
者
か
ら
取
り
立
て
ら
れ
、
や
が
て
そ
の
任
務
を
果
し
た
後
に
は
、
さ
ら
に
上
役
で
あ
る
出

c
E
2
1

安
凶
器
の
勘
定
授
に
着
任
す
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、

(
却
)

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

経
験
を
富
か
に
積
ん
だ
農
奴
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
宣
伝
も
大
で
あ
っ
た

主
牧
羊
役
も
同
じ
く
年
間
二
十
四
志
相
当
の
給
金
の
み
を
う
け
る
の
に
対
し
、
副
牧
羊
役
は
二
士
山
か
ら
一
一
一
志
の
給
金
と
年
間
四
ク
オ
!

(
幻
)

タ
二
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
小
麦
の
現
物
給
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

主
牧
羊
役
は
、
巴
丘
町
田
ロ
自
ぴ
O
円
・
関
ミ
山
口
問
何
回
白
百
の
羊
群
を
牧
す
る
の
に
対
し
て
、
副
牧
羊
役
は
、
そ
の
他
の
地
区
の
羊
群
を
牧
す

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究

2
5

」、、

?μ

一
ノ
イ
ノ
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る
よ
う
で
あ
っ
た
。

第
四
十
二
表
は
、
牧
羊
関
係
の
人
数
と
給
金
・
現
物
給
の
合
計
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
二
六
三
年
よ
り
一
二
七

O
年
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
牧
羊
役
の
氏
名
と
そ
の
分
担
す
る
領
域
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ぽ
、
家
畜
管
理
役
は
領
、
王
牧
羊
経
営
の
中
心
地
で
あ
る
問
。
1
D
m
F
S凶
に
あ
っ
て
、
牧
羊
経
営
の
全
体
を
主
管
し
、
主
牧
役
は

F
R
l

け
目
。
出
口
自
σ
q
-
同》可。印け
C
ロ
を
、
副
牧
羊
役
は
、
君
。
-
4
0
E
W
O
(
3
・

ω白
日
官
民
。

(ω
王
宮
口
。
ロ

出

E
3・

ωo口
M
O
H
-
m
什山口問

(

-

~

)

 

国

o
m
m
2
0
5
(
F目
立
円
。
出
口
E
σ
0
5
・
初日仏
m
E
O
E
(切
号
三
者
片
付
)
・
君
。
邸
付
。
ω
3
3
E
Eロ
C
口
出
己
目
)
・

。-004UOD-
ω
-
B
B
E
m
 

そ
し
て
夏
期
に
つ
い
て
の
み
臨
時
雇
の
羊
飼
い
が

出
口

-sg(サ

)

。。ロ
H
m
w

口広の。什。

(
お
)

(

サ

)

(
お
そ
ら
く

問
。
吋

E
m
Y
R
S
-
F
日付け】
σ

出
口
日
σOH
附
近
の
沼
沢
地
)
を
そ
れ
ぞ
れ
分
掌
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
羊
群
の
壊
滅
し
た
年
、

一
二
七
七
年
度
以
降
は
、
各
地
の
副
牧
羊
役
は
廃
止
さ
れ
、
主
牧
羊
役
と
臨
時
一
履
い
の
羊
飼
い

に
よ
っ
て
牧
羊
が
行
な
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
副
牧
羊
役
の
廃
止
に
と
も
な
っ
て

問。
Z
D
m
v
g
y

ピ
2
Z
E
E邑
)
⑦
円

以
上
の
各
地

の
羊
小
舎
は
閉
鎖
さ
れ
、
主
牧
羊
役
も
、
分
担
す
る
地
区
で
は
な
く
、
牡
羊
を
世
話
す
る
も
の
二
名
、
牝
羊
を
世
話
す
る
も
の
二
名
、
二

才
仔
羊
を
世
話
す
る
も
の
と
い
っ
た
職
務
分
担
の
細
分
化
が
認
め
ら
れ
、
臨
時
雇
い
の
羊
飼
い
に
つ
い
て
も
同
様
の
専
門
化
が
認
め
ら
れ

て
き
た
。

(
四
)
ロ
g
F
C
H
B
l
J
円
。
ロ
ロ
聞
は
三
十
四
志
の
地
代
免
除
を
賦
役
の
免
除
と
理
解
し
、
標
準
的
農
民
の
金
納
化
さ
れ
た
賦
役
が
一
志
二
片
で
あ
る
の
と

比
較
す
れ
ば
、
か
な
り
の
豪
農
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
o
Z・
ロ
S
F
O
H
H
H
H
J同
O
Z
D
問・。
k
v

・ミ~;同)・

g-
家
畜
管
理
役
が
か
な
り
の
農
民
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
は
あ
る
が
、
一
志
二
片
と
評
価
さ
れ
た
賦
役
の
他
に
、
標
準
的
農
民
は
か
な
り
過
重
な
貨
幣
地
代
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
拙
稿
「
前
掲
論
文
(
二
一
)
」
一
九
四
、
一
九
七
頁
、
註
一
を
参
着
。

(
初
)
例
え
ば

pwRgω
巴℃
F
C
ロ
は
、
一
二
六
二
一
年
か
ら
六
五
年
ま
で
巴
2
芯
出
口
B
σ
2
の
庄
屋
、

一
二
六
六
年
か
ら
六
九
年
ま
で
同

3
ー広岡
l

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
忍

七
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ω
B日

付

Y

M

]

骨
四

M
M
H
a
s
-
N
『ミ

次
に
冬
期
に
羊
を
収
容
し
た
羊
小
舎

S
F
g
u
r。
5
・
守
町
三
宅
芯
)
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
羊
小
舎
の
存
在
を
示
す
手
掛
り
と
な
る

も
の
は
、
新
築
、
修
繕
費
、
売
却
代
金
、
羊
小
舎
の
周
辺
の
土
手
、
堤
、
溝
等
の
土
木
工
事
、
修
復
の
費
用
、
肥
料
と
し
て
羊
小
舎
か
ら

採
取
さ
れ
た
羊
糞
の
売
上
代
金
の
記
録
、
乾
草
の
貯
蔵
場
所
を
明
示
す
る
記
録
等
に
与
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
検
討
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

一
二
六

0
年
代
の
前
半
に
は
、
六
、
七
カ
所
、
即
ち
巧

2
けの♀
0
・
2
2
F
l

。。け
0
・

ω。ロ
-hF
。。け
0
・
問。田一伊。ロ印の
0
4
U
0

・
4

司円釦口問問。

4uocoけ0
・
河

E
m
E。ロ
Y
ω
E
Zロ
で、

一
二
七

0
年
代
の
前
半
に
は
、

八
カ

所

一
二
七
六
年
に
は
最
高
の
十
カ
所
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
羊
小
舎
の
存
在
と
主
牧
羊
役
、
副
牧
羊
役
の
分
担
す
る
地
域
と
は
一
致
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

(
M
)
 

一
二
七
七
年
度
以
降
、
二
、
三
カ
所
を
残
し
、
羊
小
舎
の
閉
鎖
あ
る
い
は
売
却
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

残
さ
れ
た
羊
小
舎
も

問。
u
L
ロ
mFωE-
F
日
什
け
目
。
同
ロ
自
σ
O
H
1

の
周
辺
の
そ
れ
に
限
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
二
八

0
年
代
以
降
、
同

a
E
E
S
B
の
沼
沢
地
に
存
在
す
る

Z
2
F
o
o
F
君
。
田
宮
。
け
0
・
ω。ロ
F
gけ0
・

て
ピ
け
己
σ
出口

Eσ
日
周
辺
の
同

g
F
0
5
8け
0・

J

円
。
ロ
巧
。
。
。
什
0
・

zoロ-。
H
M
仏
の
0
4
U
0

・

。g
w
a
g
g、
そ
し

(
お
)

回
目
。
。
什
σ
が
一
記
録
さ
れ
る
。

出。
E
O円
安
出
血
領
の
羊
は
、
こ
れ
ら
の
羊
小
舎
を
拠
点
と
し
て
、
夏
は
出
ロ

B
Z吋
河
畔
に
広
が
る
沼
沢
地
、
低
地
(
自
由
E
Y
ミ
ミ
h
)

の
放
牧
地
に
放
牧
さ
れ
た
の
で
、
比
較
的
大
規
模
な
羊
の
群
を
飼
育
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

U
W
と
く
に
一
二
六

0
年
代
の
後
半
か
ら

一
二
七

0
年
代
の
前
半
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
耕
地
と
放
牧
と
の
転
換
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
大
規

模
の
牧
羊
を
可
能
と
し
て
い
る
。

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
否

七



十
一
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
(
完
)

七
四

さ
ら
に
牧
羊
に
と
っ
て
不
必
要
な
、

あ
る
い
は
不
利
な
条
件
に
あ
る
放
牧
権

(
同
)
h
w
m
w
A

い
ロ
吋
印
肉
0
・
v
h
N
M
~
N
h
『
む
)
、

採
草
権

(
H
H
O
H
・
ず
阿
世
間
0
・

同
町
町
培
、

~
v
h
N
h
宮
ミ
〉

の
売
却
、
放
牧
権
の
賃
貸
し

(
m
E
a
E
O
E
-
b
h
h
N
S
S
N
S
S
が
ほ
ぼ
全
期
間
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

放
牧
権
の
買
入
れ
、
賃
借
が
極
め
て
例
外
的
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
牧
羊
に
必
要
な
放
牧
場
は
、
余
裕
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
想
定
さ
れ
る
。

作
る
た
め
に
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
か
な
り
の
規
模
の
牧
草
地

問。

E
O
B
o
g
領
で
は
、
冬
の
は
じ
め
に
大
量
の
羊
の
屠
殺
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
冬
期
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
羊
に
与
え
る
乾
草
を

が
存
在
し
て
い
た
。

(
5
2
a
o戸
k
v
『
ミ
尽
き
)

現
実
に
牧
草
地
で
、
牧
草
を
刈
り
取
り
、
拡
散
さ
せ
乾
燥
さ
せ
、
乾
草
を
集
め
、
牧
草
地
か
ら
羊
小
舎
に
運
搬
し
、
積
み
上
げ
、
屋
根

を
架
す
る
い
う
、
乾
草
作
り
の
作
業
は
、
通
例
一
括
し
て
そ
の
費
用
が
記
録
さ
れ
て
い
問
。
第
四
十
三
表
は
、
乾
章
作
り
に
要
し
た
費
用

と
、
刈
り
取
っ
た
牧
草
地
の
面
積
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
二
六

0
年
代
の
後
半
か
ら
、

一
二
七

0
年
代
の
前
半
に
か
け
て
、
牧
草
地
面
積
も
最
大
と
な
る
。
こ
の
時
期
の
牧
羊
の
ピ
1
ク
で
あ

る
こ
と
か
ら
当
然
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
牧
草
地
は
、
同

0
1ロ
mvω
自
で
最
大
で
ピ
耳
目
。
出
口

E
σ
2・

ω
E
E口
、
が
ほ
父
同
面

積
で
次
に
位
し
、

ω宮
山
由
吉
開
の
そ
れ
が
加
わ
る
。

一
二
七
七
年
度
以
降
は
問
。
吋

EmH岡山
E
の
牧
草
地
に
限
定
さ
れ
、

一
二
八

0
年
代
の
後
半
に
入
っ
て
、

H
L
詳
目
。
出
口
同
出
ず
O
円

の
そ
れ

が
加
わ
り
、
二
五

O

三

O
O
ェ
l
カ
台
に
回
復
す
る
。

乾
草
の
た
め
に
刈
り
取
ら
れ
た
牧
草
地
の
面
積
は
、
明
ら
か
に
牧
羊
の
規
模
に
比
例
し
て
推
移
し
て
い
る
。

直
営
地
の
牧
草
地
か
ら
の
乾
草
だ
け
で
は
、
牧
羊
の
ピ

l
グ
の
期
間
の
冬
期
の
飼
料
に
不
足
を
生
じ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
牧
草
地
、

あ
る
い
は
乾
草
を
買
入
れ
る
慣
行
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
反
対
に
、
急
激
な
牧
羊
規
模
の
縮
小
に
と
も
な
っ
て
不
必
要
と
な
っ
た
乾
草
が
、
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N
b
g
a
n
同
な
え
な
読
む
詰
た
h

H

ぎ
に
同
・

H
h

九
・
羊
の
内
訳
に
つ
い
て
の
記
載
の
あ
る
年
度
が
み
ら
れ
る
O
H
M
-

戸
。
・

同

町

町

H
H

l
a
)
L『
弓
句
吋
み
門
局
、
同
勾
同
門

UH--N旬
、
同
足
。
句
込
尚
一
・
:
b抽
選

b
q
H
N
色
町
な
さ
窓
口
包
S

S

S

還
さ
匂
巴
・
民
H

q
宮町
F

S

ミ
ミ
ミ
h
h
b
S
N
U
h
h
n

同町

H
t

』

H
q
h
・2
マ
な

N
G
q
a
s
n史
的
ミ
な
昌
弘
S

R
史的

H
H
ミ
師
・

H
H
R同

-
S・
:
・
し
か
し
、
こ
れ
が
頭
数
に
よ
る
出
来
高
払
い
の
支
払
い
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。

ωの
¥
H
C叶
岱

¥
]
5
H己
-
N
(
]
F
N叶
品

羊
毛
生
産
と
商
品
化

は
じ
め
に
羊
毛
生
産
の
規
模
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
ド
六
月
二
十
四
日
直
前
に
、
す
べ
て
の
羊
は
体
を
洗
わ
れ
た
後
に
、
勢
毛
さ
れ
る
が
、
前
刀
毛
さ
れ
た
羊
毛

(
話
。
。
日
吉
2
0
0
8
・
ミ
ミ
ミ
G
-

芯
ま
竜
門
ア
)

は
、
頭
数
に
よ
っ
て
数
え
あ
げ
ら
れ
記
録
さ
れ
る
。
こ
t

ぶ
か
ら
十
分
の
一
税
に
相
当
す
る

分
が
控
除
さ
れ
、
記
録
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
欝
毛
以
前
に
死
亡
し
た
羊
の
皮
か
ら
き
り
と
ら
れ
た
羊
毛
(
巧
O
E
な
ロ
-
k
v
m
主
的
野
交
E
i

号
)
が
同
様
に
一
期
数
で
加
え
ら
れ
る
。
こ
の
羊
毛
か
ら
は
当
然
十
分
の
一
税
相
当
分
は
控
除
き
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
死
亡
し
た
羊
の
総

体
に
対
し
て
十
分
の
一
税
相
当
分
は
す
で
に
控
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
L

に
他
の
所
領
か
ら
受
領
し
た
羊
毛
が
頭
数
で

加
え
ら
れ
、
紛
失
分
が
同
じ
く
頭
数
で
控
除
さ
れ
る
。
等
級
に
撰
則
さ
れ
た
後
の
、
そ
し
て
桐
包
さ
れ
る
直
前
の
羊
毛
の
在
高
が
記
録
さ

(
2〉

れ
る
。第

四
十
四
表
は
、
頭
数
で
示
さ
れ
た
羊
毛
の
生
産
高
と
梱
包
直
前
の
在
高
で
あ
る
。
羊
毛
の
生
産
は
、
牧
羊
の
規
模
と
ほ
H
A

比
例
し
て

お
り
、

一
二
七
八
年
度
か
ら
八

C
年
代
の
末
ま
で
は
、
千
頭
分

の
羊
毛
の
在
高
に
低
落
し
、
九

0
年
代
に
入
っ
て
漸
く
一
一
一
千
頭
分
の
羊
毛
の
在
高
に
回
復
し
て
い
る
。

一
二
七
六
年
度
ま
で
は
、
七
千
頭
分
の
羊
毛
が
在
高
と
し
て
記
録
さ
れ
、

十
分
の
一
税
が
必
ず
し
も
蕩
毛
さ
れ
だ
羊
の
↓
政
数
の
十
分
の
一
を
示
さ
な
い
の
は
、

お
そ
ら
く
重
量
に
従
っ
て
算
定
さ
れ
た
た
め
と
考

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
鎮
の
研
究
会
忍

七
九



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
げ
る
世
俗
領
の
研
究
(
完
)

表

13eecgi十分。ー税同olJ 高

6，538 
1264-65 6，814 -663 十570 +693 7，414 

6，096 +523 8，390 
1269-70 6，029 602 十1，351 6，778 
1270-71 7，284 715 I +727 7，296 

-653l-1  6，958 
6，341 -579 I +926 6，668 

-621 +826 6，495 
1277ー78 1，287 -126 1，161 
1278-79 204 20 184 
1279-80 483 -48 -3 432 
1280-81 856 -82 -4 770 

1， 122 -112 -2 1，008 
1282-83 1，293 -129 -83 1，081 I 

1284-85 9J9 -32 799 
1285-86 918 -94 十151 -11 882 ? 
1286-87 1，581 157 ← 3 1，421 

1289-90 3，053 +2 2，751 
1290-91 3，494 -349 -10 3，135 
1291-92 4，289 429 3，860 

44 第

八。

え
ら
れ
る
。

な
お
一
二
六
三
年
度
か
ら
一
二
六
八
年
度
ま
で
の
期

間
に
、
出
。

E
q妥
協
印
以
外
の
所
領
か
ら
受
領
さ
れ
た

羊
毛
は
、

zo
ユH

H
m
w
H
H
H
Z
。ロ印

E
円
。
の

H
N
0・

a印什
C
ロ
0

・

z
g
oず
山
刊
の
両
村
か
ら
送
付
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

(4) 

る。
〈

1
)

前
出
六
八
頁
参
看
。

(

2

)

家
畜
管
理
役
の
会
計
記
録
の
う
ち
の
家
畜
帳
に

み
ら
れ
る
家
畜
に
つ
い
て
の
記
述
に
続
い
て
、

HS1

師
法
目
、

a-
唱
魚
川
町
内
C
R
G
-

向
島
昌

a-hrH町
内
リ
ト
阿
見
定
日
町
~
日
諮
問

N
D
n
h帯
同
H
H
F
目
白
詰
岳
、
困
、
白
台
市
呂
町
ι

内
向
。
』
即
応
同
同
町
・
同
日
誌
白
鳥
h
Hー

さ
言
誌
と
い
っ
た
頭
蓄
の
も
と
に
、
羊
毛
に
つ
い
て

の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

〈

3
)

前
出
第
四

O
表
、
四
十
一
表
参
看
の
こ
と
。

(
4
)

同
伊
R
U
Z口
四
の
マ
ナ
ー
は
、

krzBmwZ
伯
領
に

属
し
、
H
g
}
)
己
目
白
の
寡
婦
産
と
さ
れ
た
も
の
で
あ

り、

Z
2
0ず
吋
の
マ
ナ
ー
は
、
目
白
山
Hvo-E
の
亡
夫
の

当
日
Z
B
号

2
2
5
5
が
岡
山
口

E
z
r
2ミ刊

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で

H

白山
σ己
Z
と
関
係
が
あ
っ
ぇ
。
拙
稿
「
前
掲
論
文
(
一



問
。

E
oロ
話
回
叫

役
、
ま
た
出
饗
し
て
き
た
羊
毛
商
人
と
そ
の
手
代
の
立
合
い
の
も
と
に
、
数
日
あ
る
い
は
数
週
間
に
わ
た
り

v

品
質
に
従
っ
て
大
凡
三
等

一一
l
l
六
頁
を
参
看
。
ぇ
・
2
・
ロ
g
v
a
g
i
J円。ロロ
mp

州、ミ』申込町『間同丸田町内
F
H
y
g
m
w
-

(5) 

一
た
ん
同

0
1
D
E
M
O
B
の
羊
毛
倉
に
納
め
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
羊
毛
は
、
伯
夫
人
の
命
を
う
け
た

の
代
官
と
そ
の
書

級
に
わ
け
ら
れ
、
価
格
が
決
定
さ
れ
、
梱
包
さ
れ
た
上
で
、
商
人
に
引
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

羊
毛
の
日
間
質
を
表
示
す
る
三
等
級
は
、
良
質
の
羊
毛

(mcoa
君。
O

H

・
守司ミ

E
E〉
中
質
の
羊
毛
(
。
。
時

8
4
3。
y
h
E
h
M
h
N
N
むき・

σ
g
w
m当
者

oo--L可
言
内
町
民
同
む
き
)
そ
し
て
粗
質
の
羊
毛

(42己
主
け
何
回
印
rooH)唱
曲

自

白

H
H
P
Nむ
き
号
町
宮
』
叩
・
君
。
。
-
。
州
各
O
ユ
己
円
七
i

(
7
)
 

HUZm-EahN
旬
。
忌
?
な
」
叩
司
同
町
ミ
ミ
)
と
呼
ぼ
れ
て
い
た
。

一
ス
ト
ー
ン
は
十
一
一
ポ
ン
ド

(
8
)
 

三
六
四
ポ
ン
ド
よ
り
四
ポ
ン
ド
軽
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ト
ー
ン

(
印
H
U
O

ロ0
・
H
q
町
内
コ
私
的
)
、

は
三
十
ス

ザ
ツ
ク

(℃

C
E門

Y

町
民
守
ミ
〉
と
い
う
慣
行
に
よ
っ
た
よ
う
で
、
当
時
の
羊
毛
一
袋
、

ザ
ア
タ

一
袋
(
印
R
F
=
2
h
N
)

品
質
に
よ
っ
て
撰
別
さ
れ
た
羊
毛
は
、
計
量
の
上
で
梱
包
さ
れ
る
が
、
国

0
5
2ロ
2
国
領
で
は
、

第
四
十
五
表
は
、
三
等
級
に
わ
け
ら
れ
て
計
算
さ
れ
た
羊
毛
量
の
各
年
度
に
つ
い
て
の
内
訳
で
あ
る
。

出。
Hao円ロ
o
g
領
外
か
ら
羊
毛
現
物
を
受
け
取
っ
た
こ
と
の
あ
る
数
カ
年
ど
、
上
質
の
羊
毛
を
購
買
し
た
こ
と
の
あ
る
数
カ
年
ド
|
い

ず
れ
も
比
較
的
少
量
で
あ
る
1
1
1を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
計
量
さ
れ
た
羊
毛
は
す
べ
て
出
。

E
2
D
o
g
領
の
領
主
の
羊
か
ら
得
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

し
か
も
良
質
・
中
質
・
粗
質
の
羊
毛
の
比
率
は
、
良
質
の
羊
毛
が
全
体
の
八

O
%か
ら
九

O
%を
し
め
て
い
る
。

一
二
六
三
年
度
よ
り
一
二
七
六
年
度
ま
で
の
期
間
は
、
平
均
約
四

O
サ
ッ
ク
、

一
二
七
七
年
度
か
ら
八

0
年
代
の
末
ま
で
は
、
平
均
約

五
サ
ッ
グ
、
九

0
年
代
に
入
っ
て
十
五
サ
ッ
ク
台
の
回
復
を
み
せ
て
い
る
。

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
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研
究

2
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表

|上山毛|中質羊毛 i粗質羊毛|合

呂 s. 1b. s. s. 1b. s s 1b. s. s. 1b 
1263-64 31 。。 2 7 。 4 。。 37 7 。
1264-65 34 。。 7 。。 12 。 41 12 。
126il-69 46 3 ゲ i 4 16 50 19 6 
1269-70 34 15 

。勢 3 27 。 1 16 39 28 。
1270ー 71 38 。。I 3 21 。 1 17 43 8 

1273-74 

，15 第

1276-77 37 16 。 26 。 38 12 。
1277-78 7 。。 1 4 。 8 4 。
1279-79 1 6 。 8 6 1 14 6 
1279-30 3 13 。 12 。 3 25 。
1280-81 3 18 。 24 。 15 。 4 27 。
1281-82 6 8 。 8 3 6 18 3 
1281-83 7 2 6 i 17 6 7 20 。
1284-85 5 15 己 7 9 12 。 6 5 。
1285-86 6 10 4 6 8 3 6 23 4 
1286-87 9 28 3 。 11 6 10 12 6 

1289-90 ? 4 。 ? 
1290-9] 23 。。 23 。。
1291-92 25 20 。 1 3 。 26 23 。

。。41 。2 1 。28 2 
A
T
 

ハ
U
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八一

1b. =pounds. 

(
5
)

羊
毛
倉
(
当
O
C
H
E
5
P
号
遺
言
問
自

E
F

同
ミ
世
田
之
さ
夕
、
由
連
5
h
H
h
H
N
S芯
由
連
)
に
関
す
る
記
述

は
、
同
町
可
宮
間

E
B
の
庄
屋
の
修
繕
、
屋
根
葺
か
え

の
費
用
の
支
出
に
関
連
し
て
一
二
六
コ
一
年
度
以
降
一

二
七
九
年
度
二
二
八

0
年
度
、
一
二
八
一
年
度
そ
れ

ぞ
れ
に
認
め
ら
れ
る

Q

家
畜
管
理
役
の
会
計
報
告
に

は
一
二
七
三
年
度
内
に
羊
毛
倉
の
周
囲
に
新
た
に
土

塀
を
め
ぐ
ら
し
た
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
。
従
っ

て
羊
毛
倉
は
問
。
可
門
口
問

E
B
の
領
主
の
諸
施
設
、

と
く
に
穀
物
倉
の
附
近
に
あ
っ
て
、
問
。
可
山
口
四
日
同

mvg

の
庄
屋
に
建
物
自
体
の
管
理
も
委
託
さ
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
一
前
掲
論
文
(
三
)
」
一

九
八
頁
以
下
参
看
。

(
6
〉
一
一
一
六
一
二
年
度
に
は
、
商
人
の
仕
事
の
た
め

に
、
岡
田
三
口
m
E
E
の
沼
地
に
一
つ
の
部
屋
一
が
建
築

さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。
可
-
H
P
0・

ω
C部

¥Hca¥由

(
H
M
g
l
E〉

g
-
N
-
:
-
h同
町
、
同
l

N
叫

A
2
c
h
gめ
b
。ミ
c
h
q』
h
f
・-
N
S
芸
品
き
司
自

司
自
言
。
ミ
営
選
白
ミ
師
向
。
号
同
門
a
v
p
m
E室
、
罰
百
九
l

g
号
白
丸

qbs
ミ
ミ
gHqg喜
色
町
三
同
・

t
h
a
-
-
:

ま
た
羊
毛
の
撰
別
、
梱
包
、
代
官
の
立
会
い
に
つ
い

て
の
二
三
の
例
を
示
す
と
、

HU--P0・

ω
C
G
¥
忌叶∞

s. =stones， s. =sacks， 
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表

l羊毛量|購入代金 iuJ明白|山内
S， s a s. d s d s. d 

1268-69 4 。22 。。 120 。 ? 
1269-70 2 。 9 6 8 93 4 ? 

2 100 。 120 。
1274-71 2 4 I 10 13 100 。 120 。

47 第

羊
毛
の
売
却
に
つ
い
て
は
か
な
り
複
雑
な
事
情
が
存
す
る
の
で
、
以
下
詳
細
に
分
析
し
よ
う
。

は
じ
め
に
、
売
却
さ
れ
た
羊
毛
の
大
部
分
は
、
直
営
地
の
羊
群
か
ら
葬
ま
れ
た
も
の
と
指
摘
し

た
が
、
数
カ
年
に
み
ら
れ
る
購
買
の
事
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
こ
う
。
と
い
う
の
も
、
宗

教
領
就
中
、

シ
ト

I
派
の
修
道
院
領
で
は
、
直
営
地
生
産
物
た
る
羊
毛
(
丸
町
、
否
、
『
な
た
ね
号
。
ミ

k
v
h
N
h川
町
N
h
H
d
)

の
他
に
、
転
売
の
目
的
か
ら
購
入
さ
れ
た
羊
毛

が
区
別
さ
れ
、

(
円
。
町
内
町
内
円
h
N
)

にー

の

転
売
を
通
じ
て
、
か
な
り
の
譲
渡
利
潤
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る。

ston巴s.

購
入
さ
れ
た
羊
毛
は
第
四
十
七
表
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
二
六
八
年
度
に
は
、
代
官
の
巴
目
。
ロ
号

3
・2
Z口
O

が
四
サ
ッ
グ
の
羊
毛
を
一
一
十
二
研

で
購
入
し
、
そ
れ
を
家
畜
管
理
役
の
当
R
D
O

ユ5
に
現
物
で
引
渡
し
、
省
内
弓
ロ
O

ユ5

羊
毛
と
併
せ
て
処
分
し
て
い
る
。

は
他
の

sacks， s. s. 

ロO
D
H
5
-
B
Jベ
O
E
D
m
も
こ
の
購
入
に
注
目
し
、
商
人
と
の
約
定
の
羊
毛
の
量
不
足
を
補

う
た
め
に
購
入
し
た
例
外
的
事
例
と
し
て
い
る
。

与さこ
れ
に
対
し
、
他
の
三
例
は
い
ず
れ
も
家
畜
管
理
役
が
自
己
の
責
任
で
購
入
し
、
処
分
し
て
い

る

一
二
七
四
年
度
の
購
入
に
関
し
て
は
、
特
に
売
り
手
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
残
念
乍
ら
そ
の

名
は
、
文
書
が
か
な
り
痛
ん
で
い
る
た
め
に
、

マ
イ
グ
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
の
上
で
不
鮮
明
で
あ
り
、

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
己

八
五



十
二
一
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
万
)

八
六

(MH) 

判
読
し
難
い
が
、
問
。
吋
山
口
問
}
H
m
w
B

の
教
区
牧
師
で
あ
る
こ
と
は
誤
り
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
十
分
の
一
税
と
し
て
受
納
し
た
羊

毛
と
推
測
さ
れ
る
。

一
二
六
八
年
度
、

一
二
六
九
年
度
の
販
売
価
格
の
単
価
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
二
七
三
年
度
、

一
二
七
四
年
度
に
は
、

一
サ
ッ
グ
当
り

一
高
の
譲
渡
利
潤
を
獲
得
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
の
金
額
の
点
か
ら
も
、
数
量
の
点
か
ら
も
、
そ
れ
ほ
ど
比
重
の
大
き
い
も
の
で
は

な
く
、
積
極
的
に
譲
渡
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
を
求
め
て
市
場
に
お
も
む
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
小
規
模
の
羊
毛
の
売
却
が
困
難

の
者
か
ら
委
託
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(
日
)

近
藤
晃
「
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
羊
毛
輸
出
貿
易
と
そ
の
基
盤
(
続
)
1
l
t封
建
的
市
場
構
造
〔
H
前
期
〕
把
握
へ
の
一
操
作

l
l
i」
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
三
巻
第
二
号
昭
和
三
四
年
所
収
、
一
一
一
一
七
|
一
四
四
頁
を
参
着
せ
よ

0
2・
HUず白
2
H
C
1
3
4司
E
寸
宅
四
戸

開
口
四
円
山
田
伊
冨
c
E印
g
ユ
白
血
吉
弘
匹
目
当
o
D
H
P
E
Z回
答
由
民
S
C
S
Eミ
古
川
ヨ
ミ
ミ
急
三
忌
之
、
こ
寄
普
門
主
喜
弘
司
マ
刊
誌
言
、
ー

な
h町内的円
bhnpな
・
回
仏

-
F
呂

2
・
ωω
・
∞
|
己
-
Z・
ロ
S
F
O
H
B
l
J円
OEDmu
。
も
・
ミ
同
;
]
u
u
-

日
l
g・

(立

)
H
M・凶作。・

ωCG¥HC寸∞¥ロ

(
H
M
g
l
g
)
B・
E
-
E出
向
。
匂
匂
旬
、
同
同
出
一
吋
O
N〈
同
日
:
・
同
U円
、
阿
見
め
h
N同日・
:
L
E
雪
白
刊
誌
ミ
朗
自
色
町
同
町
田
諸
問

S
G史的

H
H
q
恥

---hhh『
晶
子
-N色
町
遺
志
円
四
R
S
R同
町
凡
凡
な
混
同
町
な
』
由
連
立
円
四
支
払
同
(
即
日
口
)
を
お
さ
』
マ
S
H
h
H
g
b
s
-
同
日
目
凡
守
司
、
ミ
柏
町
怠
『
司
自
『
sm『.

hsa巴
Hh号
、
な
・
・
:
H
H
M・怠・

L『」〈め吋
h
q
h
h同
Nqh山一
:
-
h
h
b『
ヘ
曲
目
同
同
岳
町
苦
情
、
同
町
也
君
史
遺
言
な
民
間
喝
さ
え
ロ
ミ
な
史
的
呂
町
ミ
・
:
・

(
円
以

)
Z
-
U
S
E
-
s
i
J円。ロロ同一
-
q
b・
門
戸

-
H
y
g
-
こ
の
意
見
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
全
面
的
に
賛
成
し
か
ね
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

(
H
)
H
M
-
H
P
0・
ω
C由
¥HO叶
∞
¥
同
日
(
足
立
|
斗
印
)
B・
M
-
N
H
d匂一吋
h
q旬
、
由
同
同
門
、
円
・
:
同
町
U門旬以同町~く句品目・
:
L
E
q
s
a
m同
氏
令
』
司
令
町
ミ
師
向
島
諸
問

m
S
V
1

5
九
四
(
)
岡
田
、
富
h
b
a喜
H
b
n
H
h史
的
・
叫
mq
丸
・
:
・
一
三
七
四
年

KF4白
ロ
ロ
凸
宏
司
0
2
5
5
の
没
後
関
与
山
口
問
伊
但
B
-
同
g
z
m
H
l

z
p
ω
E宮
g

の
聖
職
推
挙
権

(
E
5
4司由
Dロ
)
は
国
王
の
手
中
に
う
つ
り
、
一
二
九
三
年
、
国
王
が
百
口
回
出
け
OD
喜
O口
同
己
-
建
設
の
た
め

に
宅
三
内
の
土
地
を
玄

g口
同
〉
σσ
ミ
か
ら
購
入
す
る
に
際
し
、
こ
れ
ら
の
聖
職
推
挙
権
を

ζ
2己
同
〉
ず
C
m
U
1
に
附
与
し
て
い
る
。
。
暑
さ
ミ
ミ

号

ミ

号

F
J
1
0日.口・

3
・
自
民

H
H
4・
H
E
I
H
S
-
z
-
F
E
M
S
F
。
v・
5
J
〈
DH.
ロ・

3
・
ω員

合
G.
仏
]
吋
・
し
か
し
そ
れ
以
前

に
は
〉
ロ
E
丘
町
伯
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
さ
を
同
室
、
師
、
口
紅
ミ
ミ
町
内
戸
〈
ロ
--H・
国
g

ロ
H
-
z
c・事
2
・
]VHYHUM-ω
・
従
っ
て
、
聖
一



職
推
挙
権
の
移
動
に
際
し
て
、
空
位
と
な
っ
た
閃
a
z
m
r
曲
目
の
教
区
牧
師
の
十
分
の
一
税
分
が
、

」

L

で
買
い
と
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
羊
毛
の
売
却
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

羊
毛
の
販
売
に
つ
い
て
の
事
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
の
困
難
さ
は
、
羊
毛
と
り
わ
け
良
質
の
羊
毛
販
売
に
つ
い
て
は
、
家
畜
管
理

役
に
全
権
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
上
級
の
役
人
で
あ
る
代
官
あ
る
い
は
勘
定
役
が
介
入
し
て
い
る
と
い
う
事
情
に
も
と

づ
い
て
い
る
。
即
ち
家
苔
管
理
役
は
、
計
量
さ
れ
、
梱
包
さ
れ
た
羊
毛
を
商
人
に
引
き
渡
す
こ
と
で
任
務
を
終
え
、
価
格
の
決
定
・
代
金

の
授
受
は
羊
毛
商
人
と
代
官
乃
至
よ
り
上
位
の
役
人
と
の
聞
で
行
な
わ
れ
る
の
が
慣
行
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
二
六
三
・
四
年
の
両
年
度
に
つ
い
て
は
、
良
質
の
羊
毛
は
伯
夫
人
の
借
財
の
代
物
弁
済
と

し
て
引
き
渡
さ
れ
た
。
し
か
し
な
に
人
に
引
き
渡
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
引
w

従
っ
て
こ
与
で
は
直
接
の
金
銭
授
受
の
事
実
は
な
く
、
そ

具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、

の
代
物
弁
済
の
価
格
が
家
畜
管
理
役
〉

-
8
5
に
も
知
ら
し
め
ら
れ
、
帳
簿
上
羊
毛
の
売
上
げ
と
し
て
現
金
受
領
の
項
と
現
金
引
渡
し
の

項
に
複
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

(
珂
)
引
き
渡
し
人
の
記
載
な
く
空
欄
で
あ
る
。
次
註
を
参
着
。

(
日
山
〉

HM-HP
。・

ωの罰
¥
H
o
a
¥
∞
B・
M-
〈

H
M
a
l
l
E
)
:
・
凶
U
E叶
内
出
足
込
匂
凶
旬
L『h
y
-
-
N円
怖
を

H
H
H
h
M
a
n
n
h師
芯
ま
な
お
白
喧
由
主
主
的
同
町
H
H唱

弘
明

H弘

hhh
柄・同民
h
h
a・
』
甲
道
町
営
s
s
n
q
h
n
Hミ
一
的
・
た
な
.
a・
---hhNWN円
岡
弘
同
JL『
。
弓
h
a
H
:
・
H
a
N芯
ミ
ミ
な
諸
問
、
白
町
営
、
ミ
ミ
hHS思
議
〔
川
町

E
〕
白
色
丸
町
E
E
n
o
s言
な
意
向
品
ミ
間
同
室
内
営
者
誌
も
さ

H
H
H
h
的
自
町
内
町
崎
町
白
若
宮
崎
SR剛
志
崎
町
町
H
H唱
h

H
町
民
、
同
・
叫
叫
h
h
a・・

:
B・
ω・
(
H
N
2
l
m
e
-
-
-

N叫N
L弓

qめ
送
、
曲
』
白
河
h
h
y
-
-
N
記
号
H
H
H
hミ

8

2
な
宮
草
食
器
白
由
宮
崎
主
主
崎
町
号
令
仇
な
な
両
・

h
H
R同
・
音
色
忠
喜

8
2
h
aミ
同
・
止
hh

a
-
-
-
-
h』1NWN円旬、由同
J
L
S
N『
N
S
H
内u
s
s
bミ
ミ
ミ
宮
町
帆
宏
、
島
忠
言
明
、
R
H由
民
芯
『
さ
ぬ
き
ミ
芯
〔
時

E
〕
昌
弘
九
四
E
H
a
n
-司
悼
む
な
同
自
由

s
s
mミ
白
芯

§
s
s
n
p
w
H
H
H
h
h
h
h
a
n
nな

E
S自
由
唱
団
s
aた
な
《
UU円
。
史
跡
な
な
h
・
止
な
』
弘
・

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
(
完
)

八
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十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
元
)

八
八

一
二
六
八
年
度
で
は
、
良
質
の
羊
毛
の
大
部
分
を
占
め
る
四
十
四
サ
ッ
ク
が
、
伯
夫
人
の
借
財
の
代
物
弁
済
と
し
て
商
人

k
r
E
o
σ
Eロ
含

に
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
が
、
羊
毛
の
収
支
の
部
分
に
見
ら
れ
る
場
そ
の
価
格
に
つ
い
て
は
家
畜
管
理
役

5
5
0円
吉
田
に
は
知
ら
し
め

ら
れ
て
い
な
い
。
良
質
の
羊
毛
の
残
り
二
サ
ヅ
グ
一
一
一
ス
ト
ー
ン
半
は
、
中
質
・
粗
質
の
羊
毛
と
共
に
売
却
さ
れ
、
そ
の
代
価
が
一
括
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

一
サ
ヅ
ク
当
り
の
単
価
は
わ
か
ら
な
い
。

(
四
)

一
二
六
九
年
度
に
は
、
良
質
の
羊
毛
の
う
ち
十
四
サ
ッ
ク
が
叶
伊
。

E
S
ロ
ロ
哲
三
仏
O

E

D

P

に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
伯
夫

人
の
借
財
の
代
物
弁
済
か
ど
う
か
は
こ
の
か
ぎ
り
で
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
残
り
の
二

O
サ
ッ
ク
十
五
ス
ト
ー
ン
は
、
中
質
・
粗
質
の

羊
毛
と
と
も
に
売
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
代
金
二
二
七
鶴
八
志
四
片
の
う
ち
一
三
六
跨
は
、

問
。
ず
O
円
E
血
出
口
仏
吋

mvE-
に
納
付
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て

Z
・
ロ
O
D
H
M
O
H
B
l
J
円
。
ロ
ロ
ぬ
の
指
摘
は
あ
る
が
、
伯
夫
人
の
借
財
は
ほ

家
畜
管
理
役

H
V
Oけ
円
ロ
由

の
手
を
経
て
代
官

H
A

こ
の
年
度
で
完
済
さ
れ
た
も
の
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
刀
)
ル
ッ
カ
の
商
人
で
あ
る
o

C
戸
。
白
N
S
丸
田
、
。
」
二
宮
、
ミ
S
H
N
耐
え
h
p

国
司
口
・
口
同
・
ぐ
DH-

〈
戸
局
窓
i
尽寸
M
・
2
V
H
U
H
-
5
N
-

(
時
)
司
・
同
・
0
・
ω
C
E
¥
H
c
a
¥
H
H
B
-

主・

(
5
2
1
8
)
:
-
h
h
b『
A
n
-
-
-
i
E
h
芯
ミ
ミ
芯
号
、
恒
三
a
h
E
S
2
S
号

室

ミ
S
H
ミ
官
。
奇
守
位
。

町
。
選
民
同
叫
伺
由
ぬ
と
た
RhMRHh
町民・:

(
四
)
司
-
H
P
0
・
ω
C出
¥
H
c
a
¥
H
N
E
-
H
・
(
H
N
S
1
2
)

・
:
て
一
向
ト
ト
同
h
A
n
-
-
-
N昌
弘
ぬ
芸
と
ど
さ
足
。
若
同
jb
。富田

b
z
h
白
悼
式
含

N
G
詰
む
な

A
R
E

円
。
主
主
旬
認
。
位
。
遣
な
苦
言
宮
司
、
ミ
R
h
h
h
E
R
町民

(
別
)
吉
弘
ミ
・
勾
周
。
同
町
、
吋
匂
』
向
日

:
-
P
2
8
2民
白
色
遣
さ
二
塁
こ
白
書

K
M
E
n
E
ミ
H
S
N
h
E
5
賞
。
M
M
E
N
E
宮
町
時
史
的
自
ミ
白
鳥
町
民
H

。培、

hv
由同時、礼的向日
a
m
w
¥困、白
qH
由
ミ
礼
的
自
門
司
由
民
札
弘
、
』
マ
ミ
ミ
hw
札。

ω
ミ
wmM4
向。
h
w
S
G
H
H
q
w
G
H
崎、民的丸出合同
EbtmNWHRご
H
a
町H
H
q
史
跡

qhL史
的
・
見
町
Hh
九----

h
L『

NWN
川
河
入
山
吋
。
ι

円弓同日日
:
-
h
g
ミ
ミ
勾
。
宮
、
円
。
尚
之
丸
岡
町
、
礼
申
田
町
尽
き
円
H
H
h
R
t
h
h
h
v
ミ
に
宮
町
内
守
的
官
、
草
色
詰
宮
崎
、
ミ
ミ

iSMHENミ白ミ民・

一
二
七

0
年
度
に
お
い
て
は
、
三
十
八
サ
ヅ
ク
の
良
質
の
羊
毛
の
代
金
二
一
五
鶴
六
志
八
片
は
、
家
畜
管
理
役
]
V
O
可

5
の
管
掌
す
る



他
の
収
入
に
加
え
ら
れ
、
四
枚
の
割
符
に
よ
っ
て
代
官
の
同

o
Z円
吉
田

E
E
O百
三
に
納
付
さ
れ
て
い
利
。

一
二
七
三
年
に
度
お
い
て
は
、
二
十
五
サ
ヅ
グ
一
一

O
ス
ト
ー
ン
の
良
質
の
羊
毛
の
代
金
二
一
四
鴎
も
、
家
畜
管
理
役

H
V
O
R
5
ω
己℃
F
Oロ

に
よ
っ
て
代
官
問
。
σ常
吉
田
出
口
仏

O
B一
三
の
手
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

一
二
七
四
年
度
に
は
、
良
質
の
羊
毛
三
十
七
サ
ッ
ク
が
伯
夫
人
の
指
図
書
に
も
と
づ
い
て
、

ル
サ
カ
の
商
人
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。

一
サ
ッ
グ
の
価
格
が
六
研
で
あ
る
こ
と
が
註
記
さ
れ
て
い
る
が
、
総
額
二
二
二
礁
の
羊
毛
代
金
に
つ
い
て
は
、
家
畜
管
理
役
問
。
σσ
江
口
印

(
叩

ω
)

numw司
、
代
官
問
。
σσ

ユ5
E
E
o
u
S
H
a
双
方
の
会
計
記
録
か
ら
全
く
洩
れ
て
い
る
。
伯
夫
人
の
借
財
に
対
す
る
代
物
弁
済
と
み
る
べ
き

で
は
な
く
、
羊
毛
代
金
は
ル
ツ
カ
の
商
人
か
ら
直
接
に
伯
夫
人
の
勘
定
役
に
支
払
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
二
七
六
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
家
畜
管
理
役
問
。

σο
ユ
gnumW3
は
、
三
十
七
サ
ッ
グ
十
六
ポ
ン
ド
の
良
質
の
羊
毛
止
を
二
七
五
時
間

五
志
で
売
却
し
、
代
官
問
。

σ
0
1
5
出
口
仏
⑦
吋
位
、
互
に
羊
毛
代
金
と
し
て
二
七
五
時
を
一
枚
の
割
符
で
引
き
渡
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
代
官
図
。

σ
0
2
5
出
口
仏
O
U
1

恒
三
ー
は
二
七
五
鴎
を
受
領
し
た
こ
と
を
記
し
、
さ
ら
に
こ
の
羊
毛
代
金
を
ル

γ
カ
の
商
人
仲
間

で
あ
る
冨
巳
F
o
g
河
口
問

80H
を
通
じ
て
同
人
と
〉
色
町
四
自

ω什

E
Eロ
o
両
名
の
指
図
書
を
も
っ
て
伯
夫
人
の
勘
定
役
〉

E
B

(
お
)

司
ミ
ー
ロ
に
納
め
た
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
間
の
事
情
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
代
官
の
会
計
報
告
の
費
用
の
項
に
、
代
官
と
家
畜
管

(向。円凡
N
h
伺

)

理
役
で
あ
る
問
。

σ
2
E由
。
ミ
吋
そ
の
他
の
者
が
、

伯
犬
人
の
令
状
に
よ
っ
て
、

羊
毛
の
売
却
代
金
の
現
金
を
ボ
ス
ト
ン
の
聖
ボ
ト
ル

ブ

(ω
け・

回
0
4ぃ
。
-
同
)

の
定
期
市
(
七
月
十
七
日
)

に
運
搬
す
る
た
め
の
三
日
間
の
費
用
、
そ
し
て
聖
ボ
ト
ル
フ
の
定
期
市
で
ル
ツ
カ
の
商

人
に
払
い
込
ま
れ
た
現
金
を
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
で
受
領
す
べ
く
ル
ヅ
カ
の
商
人
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
支
払
指
図
書
を
送
付
せ
し
め
る
使
者

の
た
め
の
費
用
が
記
載
き
れ
て
い
る
。

〈
幻
〉

HV・
H凶・
0
・

ω
C由
¥
忌
吋
∞

¥
¥
5
B・
M
-
(
尽
き
戸
)
同
局
h
u
J
吋

h
q
h
h
h
h
q
N
U
n
-
-
-
N
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H
H
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ミ
ミ

g
n
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志
向
由
芝
居
b
n
s
s
q
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崎
詰
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十
三
世
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イ
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グ
ラ
ン
ド
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部
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お
け
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俗
領
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〉
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岡
山
。

σσ
片
付

5
出
口
aU10Eー
に
割
符
に
よ
っ
て
納
め
た
。
代
官
は
伯
夫
人
の
令
状
に
従
っ
て
、
売
上
羊
毛
代
金
を
携
え
て
、
家
畜
管
理
役
そ
の

他
を
同
道
の
上
、
ボ
ス
ト
ン
の
聖
ボ
ト
ル
フ
の
定
期
市
に
出
む
き
、
同
地
に
滞
在
し
て
い
る
羊
毛
商
人
と
し
て
も
金
融
業
者
と
し
て
も
著

名
な
ル

γ
カ
の
商
人
の
一
人
宮
E
V
0
5
m
z
m刷
O
U
O
H
に
、
羊
毛
代
金
で
あ
る
現
金
を
手
渡
し
、
そ
の
代
り
に
伯
夫
人
に
宛
て
た
支
払
指
図

書
(
為
替
手
形
)
を
受
領
し
、
こ
の
指
図
書
を
家
老
職
に
あ
っ
た
〉
合
B
ω
可
E
Eロ
o
卿
の
指
図
に
従
っ
て
伯
夫
人
の
勘
定
役
〉
門
古
田

可
HH
吉
凶
に
送
り
と
ど
け
る
。
勘
定
役
は
そ
の
指
図
書
を
現
金
を
必
要
と
す
る
町
に
滞
在
し
て
い
る
ル
ヅ
カ
の
商
人
に
提
示
し
て
、
現
金
を

受
領
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
金
を
遠
距
離
運
搬
す
る
た
め
の
巨
額
の
費
用
を
節
約
し
、
危
険
を
避
げ
る
た
め
に
取
ら
れ
た
方
法
で

あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
頃
に
は
、

ル
ッ
カ
の
商
人
と
伯
夫
人
と
の
緊
密
な
関
係
を
予
想
し
て
も
、
伯
夫
人
が
ル
ッ
カ
の
商
人
か
ら
の
借
財

の
故
に
羊
毛
を
代
物
弁
済
で
引
き
渡
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

ち
な
み
に
ル
ッ
カ
の
商
人
は
、
本
来
教
皇
か
ら
派
遣
さ
れ
た
各
種
の
税
の
収
税
人
で
あ
っ
た
が
、

エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
頃
に
は
、
国
王

に
対
し
て
巨
額
の
貸
付
を
与
え
た
金
融
業
者
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
一
一
七
一
年
に
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
夫
人
と
へ
ン
リ
I
ご
一
世
間
の
確
執
の

(
幻
)

結
果
対
ブ
ラ
ン
ド
ル
羊
毛
輸
出
の
禁
止
と
な
る
や
、
そ
の
監
視
者
に
任
命
さ
れ
、
輸
出
羊
毛
に
対
す
る
関
税
賦
課
業
務
も
代
行
一
切
ド
国
王

の
銀
行
家
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
。
特
に
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
定
期
市
は
、
国
王
の
貸
借
の
決
済
の
た
め
に
彼
ら
に
よ
っ
て
大
い
に
利

用
さ
れ
た
処
で
あ
る
。

(
幻
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良
質
の
羊
毛
を
そ
の
年
度
に
売
却
し
な
い
で
次
年
度
ま
で
持
ち
越
し
、
数
年
分
を
ま
と
め
て
売
却
す
る
よ
う
に
な
っ
対
ド
二
回
の
売
却
代

金
も
三

O
暁
程
度
で
、
家
畜
管
理
役
の
手
許
に
と
め
お
か
れ
、
勘
定
役
に
送
金
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
な
い
。
そ
の
反
田
、
こ
の
期
間
に

顕
著
な
事
実
は
、
と
り
わ
け
一
二
七
六
年
度
か
ら
一
二
八
二
年
度
ま
で
の
期
間
、

一
サ
ッ
ク
当
り
の
羊
毛
価
格
が
、
最
高
一
六

O
志
、
最

低
二
三
ハ
志
と
、
出
o
E
O
吋
ロ
o
g
領
に
し
て
は
か
な
り
高
水
準
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
二
八
四
年
以
降
二
二
九
。
、
九
一
年
度
に
か
け
て
、
良
質
の
羊
毛
の
売
上
げ
が
、
十
六
サ
ヅ
ク
か
ら
二
十
五
サ
ッ
ク
に
上
昇
す
る
。

売
上
代
金
総
額
も
仕
立
一

O
O礁
か
ら
一
三

Q
葎
と
な
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
こ
れ
ら
の
羊
毛
売
却
代
金
は
他
の
収
入
と
あ
わ
せ

た
上
で
、
家
斉
管
理
役
か
ら
、
割
符
に
よ
っ
て
代
官
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
一
二
八
九
年
度
以
降
は
、
長
年
代
官
を
勤
め
て
き
た

問
。
ぴ
ぬ
片
付
ロ
印
出
口
a
o
u
可
山
門
一
門
日
一
に
か
わ
っ
て
ω
Z
H
)
吋
岡
山
口
口
印
仏
O
問
。
匂
山
口
問
}
H
m
w
B
-

(
お
)

れ
ら
の
会
計
報
告
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

し
『
。
}
H
m
w
D
D
O
印
仏
O
H円
HO]向。。

が
代
官
職
に
着
任
す
る
が
そ

(
沼
)

典
型
的
事
例
を
挙
げ
れ
ば
問
問
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¥
H
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ω
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以
上
、
や
L
立
ち
入
っ
て
詳
細
に
、
羊
毛
生
産
と
羊
毛
の
商
品
化
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ

L
で
一
応
の
総
括
を
試

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
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俗
領
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〉
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十
三
社
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
h

ぬ
け
る
世
俗
粧
の
研
究
会
万
)

九
四

み
よ
う
。

た
し
か
に
一
二
六
九
年
度
ま
で
は
、
羊
毛
は
伯
夫
人
の
ル
ッ
カ
の
商
人
に
対
す
る
負
債
の
返
済
の
た
め
に
、
現
物
で
ル
ヅ
カ
の
商
人
に

引
き
渡
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
も
一
二
六
九
年
度
で
完
済
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
負
債
が
完
済
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
明

確
で
な
い
が
、
羊
毛
で
返
済
す
る
こ
と
は
確
か
に
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
。

一
定
額
の
現
金
の
前
受
に
対
し
て
、

と
呼
ば
れ
る
契
約
l

l
が
通
例
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
出
。

E
o
g
o
g
領
の
場
合
に
は
、

修
道
院
で
は
、

イ
タ
リ
ア
の
商
人
か
ら
、

一
定
量
の
羊
毛
を
引
き
渡
す
と
い
う
契
約
|
|
常
円

E-

一
定
量
を
継
続
的
に
引
き
渡
し
た
よ
う
で
は
な

か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
一
二
六
八
年
の
四
サ
ッ
ク
の
羊
毛
の
代
官
に
よ
る
購
鳩
が
重
要
と
な
る
が
、
こ
の
四
サ
ヅ

グ
の
羊
毛
の
追
加
に
よ
っ
て
、
あ
る
定
量
に
達
し
た
と
は
云
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
羊
毛
の
売
却
価
格
に
つ
い
て
み
る
と
、
当
時
の
ペ

E
Z
E
E
の
修
道
院
領
の
良
質
の
羊
毛
価
格
は
、
十
三
世
紀
末
に
作
製
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
司
mwmo-E江
の
覚
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
最
低
で
す
γ
グ
当
り
十
四
マ
ル
グ
(
一
八
六
志
八
片
)
か
ら
最
高
二
十
一

(
釘
)

(
二
八

O
土
台
で
あ
る
。
ロ
。
口
付
山
口
の
指
摘
の
よ
う
に
、
こ
の
価
格
が
ブ
ラ
ン
ド
ル
で
の
取
引
価
格
と
し
て
、
運
送
費
分
四
マ
ル

マ
ル
ク

グ
を
差
し
引
い
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
の
取
引
価
格
を
想
定
し
て
比
較
し
て
も
、
向
。

E
0
5
2印
領
の
そ
れ
が
一
サ
ッ
ク
八
マ
ル
ク

(
m
m
)
 

三
志
四
片
)
と
い
う
の
は
、
沼
沢
地
の
羊
の
羊
毛
の
質
、
が
劣
る
こ
と
だ
け
で
は
説
明
で
、
ぎ
な
い
事
情
ー
ー
ー
借
金
の
故
に
買
い
た
与
か
れ
た

〆戸町、

と
い
う
こ
と
ー
ー
ー
を
推
測
せ
し
め
る
。

一
二
七

0
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
九
十
毛
は
す
べ
て
出
。

5
0
5
0訟
で
売
却
さ
れ
、
受
け
取
ら
れ
た
代
金
は
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
、

伯
夫
人
に
納
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
羊
毛
取
引
は
大
規
模
で
、
そ
の
購
入
者
は
、
大
商
人
で
あ
り
、

ブ
ラ
ン
ド
ル
、

イ
タ
リ
ー
へ

輸
出
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
一
二
七
六
年
度
を
転
期
と
し
て
一
二
七
七
年
以
降
の
十
年
間
は
、
羊
毛
生
産
、

羊

毛

取

引



は
、
羊
の
伝
染
病
の
故
に
ほ
と
ん
ど
壊
滅
的
な
打
撃
を
蒙
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
一
一
一
九

0
年
代
に
入
っ
て
、
漸
く
、

〈
鈎
)

の
後
半
か
ら
七

0
年
代
の
前
半
の
水
準
の
ほ
H
A

半
ば
に
出
復
し
た
と
い
え
よ
う
。

一
二
六

0
年
代

一
二
七

0
年
代
の
後
半
か
ら
八

C
年
代
の
前
半
十
に
か
け
て
羊
毛
価
格
は
、
か
な
り
の
高
騰
を
み
せ
て
、

羊
毛
一
サ
ッ
ク
十
二
マ
ル
ク
に
達
す
る
。

一
二
八

0
年
度
に
は
、
良
質
の
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出
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前
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HYMN-

(
お
)
句
紅
白
-
c
E
の
覚
書
で
も
吋

o
g
g
Z
〉
σσ
ミ
の
良
質
の
羊
毛
の
価
格
が
一
一
十
一
マ
ル
グ
で
あ
る
の
に
国
0
5白
5
2印
の

ζ
g戸同一〉
σσ
ミ

の
良
質
の
羊
毛
の
価
格
は
十
五
マ
ル
グ
で
あ
る
0

4

そ
の
S

E口開
E

F

色、・

2
了
間
〉
・

8
r

(
鈎
)
前
出
第
四
十
六
表
八
四
頁
参
看
。

(
幼
)
羊
毛
価
格
に
つ
い
て
は
吋
吋
H
O
S
E
-同
C
ぬ
四
円
出
の
デ
ー
タ
を
参
看
せ
よ
。
一
『
・
同
・
寸
H
H
R
O
E
-何
c
m
o
z
-
-
b
-
n
m
?
ぐ
DH・
H-
℃
U
・

8
∞
|
匂
N-

ω
∞E
I
l
g
∞
-
吋
Z
E
E
-
H
Z
m白
吋
印
も
国
0
5
2口
白
白
血
飯
の
テ
l
タ
を
利
用
し
て
い
る
が
、
家
畜
管
理
役
が
独
立
に
会
計
報
告
を
し
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
家
畜
管
理
役
の
会
計
報
告
に
直
接
先
行
す
る
会
計
記
録
の
場
所
の
羊
毛
価
格
と
見
倣
し
て
い
る
o

酪
農
生
産
と
商
品
化

家
畜
管
理
役
の
管
掌
下
に
、
略
農
場
(
合
同

q-
に
ミ

BRE--nコ
ロ
)
に
お
い

τ、
牝
羊
か
ら
搾
ら
れ
た
乳
か
ら
、
一
一
一
七
七
年
度
、

八
四
・
八
五
年
度
の
三
カ
年
を
除
い
て
、
パ
タ

l
と
チ

I
ズ
が
製
造
さ
れ
た
。

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
否

九
五



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
万
)

表

K巴yiゆ am Little Humber 合計

|酪農係|乳しぼり女酪農係|乳しぼり女酪農係|手Lしぼり女

1264-65 26 

23 1 6 2 29 
1269一70 1 2 
1270-71 1 2 

29 
1274-75 33 

1276-77 1 つ 1 ? ワ 28 
1277-78 。 。 。
1278-79 1 1 。
1279-80 1 1 。
1280-81 1 。
1281-82 1 。
1282-83 1 I 。

I 1284-85 。 。 。
1285-86 。 。 。

I 1286-87 1 1 。
1289-90 1 16 

! 1290-91 1 18 18 
1291-92 1 19 19 

48 第

九
六

一
二
六
三
年
度
か
ら
一
二
七
六
年
度
の
期
間
に
は

州
内

0
1
p
m
E
B
と
に
2
F
国
ロ
自

σ
2
の
ニ
ヵ
所

に
酪
農
場
が
存
在
し
て
い
た
が
、

一
二
七
八
年
度
以

降
t主

ピ
立
広
田
口
百
ぴ
O
H

の
酪
農
場
は
閉
鎖
さ
れ

た
c

従
っ
て
前
期
に
は
、

二
人
の
酪
農
係

(
C
H岡
山

O
同

皆
目
弓
-Bmw円
門
戸
弘
ミ
ミ
旨
〉
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
酪
農

S. 場

酪巴を
農 5 監
係自替

はのし
通そ、
吊れ後
婦を期
人監に
で替は
あ L~ ー
った互人
て言 。の
、)酪

さ農
ら係
Iこカ1

そ ト酬

の(T'

j昔マ

揮
の
下
に
乳
し
ぼ
り
女
品
数
人
あ
る
い
は
二
十
人
前

後
雇
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
四
十
八
表
は
、
二
カ

所
の
酪
農
場
に
お
け
る
両
者
の
数
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。

酪
農
係
は
、

一
+
芯
四
片
か
ら
二
志
の
給
金
と
、

グ
ォ

I
タ
乃
至
一
ク
ォ

l
タ
半
の
小
麦
あ
る
い
は
ラ

給イ
さ麦
れ
てそ
いし
たて
し4~

v 箇

乳の
しチ
Vi 1 
りズ
女を
に現
ば物
、五合

前と
期し
にて
は支
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チ
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K
e
y
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ノ、
片

後十
…ー

に世
は紀
四つ

ン
片 F

の とヲ

給シ
金ド
ヵ:北
与部
え.~

らお
け

れ又
た i
に俗
す領
ぎの
た研
ふ究
つ 2
7こ吉之E

九
八

バ
タ
l
、
チ
ー
ズ
の
製
造
期
間
は
通
例
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
出
。
E
0
2
5訟
で
は
、
五
月
上
旬
か
ら
開
始
さ
れ
、
九

(
6
)
 

の
四
カ
月
に
わ
た
っ
て
、
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

月
中
旬
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
夏
期

(
2
2
E
R
)

第
四
十
九
表
は
、
バ
タ
!
と
チ
l
ズ
の
生
産
量
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

バ
タ
ー
は
、
重
量
で
計
量
さ
れ
、

ス
ト
ー
ン
、
ポ
ン
ド
単
位
が
採
用
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、

チ
ー
ズ
は
箇
数
と
重
量
で
記
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
バ
タ
ー
の
場
合
に
は
容
器
に
入
れ
て
保
存
さ
れ
る
慣
行
で
あ
る
が
、

チ
ー
ズ
は
、
塊
り
と
し
て
保
存
さ
れ
る
慣
行
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
チ
l
ズ
一
箇
の
重
量
は
一
定
し
て
い
な
い
で
、
平
均
一
ス
ト
ー
ン
か
ら
一
・
五
ス
ト
ー
ン
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

れ
も
一
日
に
し
ぼ
ら
れ
た
乳
か
ら
一
つ
の
チ
l
ズ
が
つ
く
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
乳
の
量
の
多
寡
に
よ
っ
て
チ
l
ズ
の
大
小
が
生
じ
た
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
一
つ
の
チ
l
ズ
の
大
き
さ
は
、

一
ー
一
・
五
ス
ト
ー
ン
が
適
当
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
多
量
の
乳
が
入
手
さ
れ
た
日
に
は

数
箇
の
チ
ー
ズ
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
会
計
報
告
の
上
で
も
、

チ
ー
ズ
製
造
日
数
と
総
製
造
箇
数
の
関
係
を
明
示
し
て
い
る
。

一
日
に
生
産
さ
れ
た
チ
ー
ズ
の
箇
数
に
従
っ
て
、

日
数
を
記
録
し
、

製
造
且
一
一
旦
の
点
か
ら
も
開
。
吋
吉
m
M
M
m
H
H
H
H

の
酪
農
場
は
、
ピ
け
け
H
O

出ロ

5
σ
2
の
酪
農
場
の
二
・
五
倍
か
ら
三
倍
の
規
模
を
有
し
、
両
者

あ
わ
せ
て
、

一
二
七
六
年
度
ま
で
の
高
水
準
と
そ
れ
以
降
の
急
激
な
製
造
規
模
の
激
減
が
著
し
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
酪
農
製
品
も
、
他
の
農
産
物
と
同
様
に
、
十
分
の
一
税
を
現
物
で
納
め
た
の
ち
に
、
そ
の
残
り
の
大
部
分
が
売
却
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
パ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
重
量
で
十
分
の
一
ー
を
納
め
た
の
に
対
し
、
チ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
筒
数
で
十
分
の
一
を
納
め
た
よ
う
で

あ
る
。
さ
ら
に
一
二
六
六
年
度
以
降
問
。
吋
宙
開
F
O
B
の
酪
農
場
の
製
品
に
つ
い
て
は
、
教
区
牧
師
に
納
む
べ
き
「
本
来
の
十
分
の
一
税
」

な
さ
sh出向町
mshN)
を
控
除
し
た
残
り
の
チ
ー
ズ
の
さ
ら
に
十
分
の
一
止
を
「
第
二
の
十
分
の
一
税
」
(
同
町
ミ
芯
号
、
町
内
凡
ミ
悼
む
)
と
し
て
叶
F
o
l



(
8
)

ハ
9

〉

H
D
S
口
修
道
院
長
に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
伯
夫
人
の
修
道
院
に
対
す
る
寄
進
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

は
、
酪
農
係
り
に
一
節
や
そ
の
他
の
殺
人
、
羊
毛
商
人
に
、
褒
美
と
し
て
あ
る
い
は
贈
物
と
し
て
、
数
筒
か
ら
十
数
箇
が
与
え
ら
れ
た
よ

(
日
)

う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
チ

l
ズ
が
風
味
の
よ
い
、
品
質
の
秀
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
に
も
、

チ
ー
ズ

第
五
十
表
は
売
却
さ
れ
た
開
設
製
品
の
数
量
と
代
金
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
二
八

0
・
八
一
年
度
、

パ
タ

l
は
、
前
期
即
ち
一
二
七
六
年
度
ま
で
、
大
部
分
が
売
却
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
、

(ロ)

一
一
一
九
一
年
度
に
お
い
て
、
羊
の
塗
り
薬
と
し
て
費
消
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
二
七
八
年
度
、

チ
ー
ズ
の
売
上
げ
は
、
バ
タ
!
の
り
て
れ
を
は
る
か
に
凌
ぎ
、

か
な
り
の
収
入
を
伯
夫
人
に
与
え
て
い
る
。

酪
農
製
品
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
単
価
が
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
算
出
し
て
み
る
と
、
バ
タ
ー
は
、

一
二
六
三
年
代

の
は
じ
め
に
、

ス
ト
ー
ン
当
り
七
片
、

一
二
六
八
年
度
以
降
ば
、

ス
ト
ー
ン
当
り
八
片
で
安
定
し
て
い
る
。
チ
ー
ズ
も
一
二
六
一
一
一
年
度
に

一
二
七

0
年
代
の
後
半
以
降
七
片
と
安
定
し
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ

(日〉

ジ
ド
の
他
の
地
域
で
の
酪
農
製
品
と
の
価
格
の
比
較
は
、
度
量
衡
の
違
い
か
ら
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、

U
9
4
0
ロ
の
デ
ー
タ
と
は
、

(
U〉

較
可
能
下
一
め
る
。

ス
ト
ー
ン
当
り
ふ
ハ
片
、
ム
ハ

0
年
代
の
後
半
に
や
L
上
昇
し
、
六
片
半
、

よ七

こ
れ
ら
酪
農
製
品
の
市
場
に
つ
い
て
の
手
掛
り
は
会
計
記
録
に
は
全
く
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
、
近
隣
の
市
場
で
処
分
さ

れ
た
こ
と
は
、
ほ
立
誤
り
の
た
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

(
1
〉
一
二
七
七
年
度
に
は
、
牝
羊
が
仔
全
産
む
前
に
売
却
さ
れ
た
の
で
チ
l
ズ
製
造
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
司
-
M
N

・C
-
ω
C
G
¥
s
a
¥
口
B
・
M-

(HN吋
l
E
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G
p
q
n
s
s
s

ミ
町
暑
に
南
宮
R
a
h志
向
的
誌
。
誌
、
号
、
忠
治
問
的
名
白
吉
町
民
意
。
師
向
注
目
q
q
h
h

ミ
ミ
ミ
Q

W
G
『
号
芯
お
お
さ
詰
勾
品
問
言
語
昌
弘
明
言
室
戸
一
二
八
四
年
度
に
は
羊
の
病
の
た
め
に
代
官
に
よ
り
製
造
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
O
M
M

・
同
・

0
・

ω
c

申
¥
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¥
ω
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・
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・
〈
尽
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∞
日
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弓
句
吋
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N
h
q
h
w
H
:
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h
y
-
-
U
司
h
g
g
ミ

Z
H
H
3
昌弘司恥叫
h
b
b
n
g
き
宮
古
凧
a
E
E
i

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
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お
け
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世
俗
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の
研
究
(
完
)
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九
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玄
室
¥
禁
止
官
、
ぎ
と
な
さ
足
芸
町
民
芸
ぬ
言
、
司
車
両
叫
m
M

ミ
円
色
遣
さ
持
政
選
也
、
凡
さ
H

F

ミ
S

H

刊
誌
ミ
・
・
:
一
一
一
八

五
年
に
も
こ

O
七
ガ
ロ
ン
の
乳
が
売
却
さ
れ
た
が
、

牝
羊
の
病
弱
の
故
に
搾
乳
が
出
来
な
い
と
記
さ
れ
て

い
る
O
H
M
-
H
P
C
-
ω
C
∞¥
H
O
苫
¥AFB-
∞・

(
H
M
∞印
i

∞G
)

同
苛
め
吋
h
q
h
h世
阿
同
門
誌
日
:
-
N
G
n
N川、同
a
q一hhu
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阿
川
内
乱
白
色
凡
凡
h

h

・
虫
色
丸
.
。
~y

南
白
・
弘
同
町
ミ
ミ

N
b
h
角川昌凡
~vNh~司
、
品
自
・
向
日
円
叫
吋
山
町
せ
mNZh叫HH
札一柏町内町民札。。

苫
N
S
S
宮
古
言
、
W
H
F
叫
門
誌
達
、
ミ
岡
崎
誌
、
ミ
き
号
、
。
ー

さ

遣

さ

sh向
。
定
的
達
ミ
ミ
史
的
き
言
号

Z
Eミ

宮
内
町
ロ
ミ
』
守
司
、
c
b
H
ミ
町
民
『
注
意
号
守
町
内
mHE
円
。
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:
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2
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十
三
世
紀
イ
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グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
活
)
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丸
町
内
凡
浪
曲
目
ヘ
尚
早
宮
町
民
伯
母
吋
ぎ
ミ
ミ
ミ
ミ
皆
同
ミ
ぉ
h
p
日
S
H
H叫

H
・
:
・
な
お
も
さ
詰
同
号
町
民
連
日
と
い
う
表
現
は
、
二
一
八
二
年
度

HM-HN
・
C
-

ω
C由
¥
Z
S
K
B
・
M-

的。

g昌
弘
白
骨
ミ
遺
昌
と
い
う
表
現
は
、
二
一
七
四
年
度
句

-m・
o
-
ω
C
G
K
D
吋岱
¥
5・
5

N

に
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
る
。
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9
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一
二
六
三
年
に
は
、
夫
人
が
亡
夫
の
〉
ロ

B
即
日
叩
伯
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
に
、
(
貧
民
に
)
施
す
べ
く
回
日
目

7
山
口
付
の
庄
屋
に
チ
ー
ズ
五

十
八
箇
を
ト
コ
え
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
施
し
が
口

Hogg口
修
道
院
に
対
す
る
十
分
の
一
税
に
転
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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a
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DH
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M
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M
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同
-HU
・
戸
町
一
口
ず
印
有
・
品
-
s
f
u
u
-
H
3
1
ζ
ω
・
と
L
で
は
牛
乳
か
ら
製
造
き
れ
た
バ
タ

i
、
チ
l
ズ
で
め
る
が
、
一
二
九
八
年
で
チ

ー
ズ
一
ス
ト
ー
ン
当
り
八
片
、
一
回
世
紀
初
頭
で
バ
タ
ー
は
一
志
四
片
で
あ
る
。

C 

結

び

以
上
、
十
三
世
紀
後
半
の
領
主
直
営
地
経
営
の
実
態
に
つ
い
て
、
そ
の
基
軸
的
部
門
で
あ
る
殻
物
生
産
と
牧
羊
・
不
毛
生
産
を
出
心

に
、
可
能
な
か
ぎ
り
詳
細
に
、
し
か
も
史
料
に
も
と
づ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
領
主
直
営
地
経
営
の
経
済
構
造
と

そ
の
変
動
に
つ
い
て
は
、

ほ
日
ふ
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
考
え
る
。

最
後
に
そ
の
総
括
を
果
す
べ
く
、
牧
羊
経
営
の
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
を
第
五
十
一
表
に
示
し
た
。

家
畜
管
理
殺
の
川
町
出
し
た
会
計
報
告
に
従
っ
て
、
期
首
に
未
納
金
と
し
て
記
録
さ
れ
た
金
額
を
第
一
行
に
示
し
、
第
二
行
に
牧
羊
経
営



全
体
か
ら
の
収
入
(
現
金
)

の
全
績
を
示
し
、
第
三
行
に
は
、
牧
羊
経
営
に
直
接
関
係
の
な
い
収
入
ハ
他
の
所
領
・
マ
ナ
ー
か
ら
の
現
金

門
に
関
す
る
も
の
だ
け
)

受
領
等
)
の
金
額
を
臨
時
収
入
と
し
て
示
し
、
両
者
の
収
入
合
計
金
額
を
第
四
行
に
集
計
し
た
。
第
五
行
に
は
支
出
の
総
合
計
ハ
牧
羊
部

の
金
額
を
一
万
し
、
収
入
合
計
金
額
か
ら
支
出
金
額
を
差
し
引
き
、
第
六
行
の
損
益
を
計
算
し
た
。
第
七
行
に

は
、
出

0
5
0
5
2臼
領
の
代
官
あ
る
い
は
伯
夫
人
の
勘
定
役
等
の
上
位
の
役
人
へ
納
付
し
た
金
額
合
計
を
一
部
し
、
最
後
の
行
に
期
末
の
未

納
金
の
金
績
を
示
し
た
。

表
の
下
段
に
記
し
た
註
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
若
干
の
不
備
な
点
も
認
め
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
牧
羊
経
営
の
有
す
る
意
義
が
集
約
的

に
表
明
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
二
六

0
年
代
か
ら
一
二
七
七
年
度
ま
で
の
期
間
の
牧
羊
経
営
は
年
間
約
二

O
O礁
か
ら
三

O
O積

の
純
益
を
確
実
に
上
げ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

八
O
年
に
は
赤
字
を
示
し
て
い
る
。
二
一
九

0
年
代
に
は
年
間
平
均
一
五

O
磁
の
純
益
に
回
復
し
て
い
る
。

一
二
七
八
年
以
降
一
二
八

0
年
代
の
末
ま
で
は
、
年
間
平
均
約
一
二

O
礁
の
純
益
で
、

さ
て
穀
物
生
産
に
つ
い
て
は
、
残
念
乍
ら
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
を
作
製
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
ο

と
い
う
の

は
、
各
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
地
代
収
入
、
裁
判
権
収
入
等
直
接
穀
物
生
産
に
関
係
の
な
い
収
入
、
居
館
の
修
復
費
、
建
築
費
等
の
直
接
穀

物
生
産
に
関
係
の
な
い
支
出
等
が
、
収
入
・
支
出
の
そ
れ
ぞ
れ
に
含
め
ら
れ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
牧
羊
経
営
と
穀
作
経
営
の
比
重
を
知
る
た
め
一
の
便
法
と
し
て
、
羊
毛
の
売
却
代
金
(
第
三
十
一
表
)
と
穀
物
の
一
売
却
代
金
(
第

四
十
六
表
)
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
が
妥
当
左
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
変
動
を
図
示
し
た
も
の
が
グ
ラ
フ

E
で
あ
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
は
一
二
七
七
年
度
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
牧
羊
経
営
の
圧
倒
的
優
位
、
が
く
づ
れ
、
穀
作
経
営
が
着
実
に
上
昇
し
、

一
二
八
六
年
度
以
降
、
両
者
が
ほ
X
伯
仲
の
う
ち
に
推
移
す
る
。
直
営
地
経

〔

3
V

営
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
八
七
期
間
を
通
じ
て
、
徐
々
に
哀
退
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
七
七
年
度
か
ら
約
十
年
問
、
穀
作
経
営
の
優
位
を
示
し
、

十
一
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
佐
俗
領
の
研
究
会
克
)
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1) 1265年度は1265年9月27日より， 1266年の復活日 (3月28日)までの

Instaurarii ad huc a festo sancti Michaelis annoγegni Regis 

Pasham anno L'! 

2) 羊毛44サック分の価格が合算されていない。

3) 羊毛14サック分の価格が合算されていない。

4) 羊毛37サ?ク分の価格が合算されている。

5) 支出合計が記入されてし、なし、。実際の支出の合計額より 7志2片

。
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(

1

)

こ
の
損
益
金
は
、
会
計
文
書
中
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
筆
者
の
計
算
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
損
益
金
は
、
期
首
と
期
末
の

未
納
金
の
蒜
額
に
納
入
会
な
加
え
た
も
の
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
(
拙
稿
コ
川
掲
論
文
(
一
)
L

一一一一一

l
四一

頁
参
君
。
)
当
時
の
会
計
文
書
で
は
(
汁
挙
ゆ
(
適
時
)
十
」
河
川
+
国
間
早
汚
〉
〉

i
(神
田
+
言
u
f
ゆ
)
H
M玄
奇
妙
(
滋
汁
)
と
な
っ
て
い
て
、
損
益

と
い
う
範
府
院
は
未
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈

2
)

一
二
八
一
年
度
に
は
、
そ
の
年
度
に
生
産
さ
れ
た
良
質
の
羊
毛
が
売
却
き
れ
仕
い
で
翌
年
に
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
の
で
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

前
出
節
目
十
五
茨
八
二
五
、
第
四
十
六
表
八
四
頁
参
君
。
し
か
し
そ
の
反
面
臨
時
収
入
が
比
較
的
多
い
の
で
、
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
収
廷

は
平
均
二
十
砕
を
も
割
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

〈

3
)

こ
の
点
に
関
速
し
て
領
主
財
政
全
体
の
う
ち
で
、
直
営
地
経
営
が
い
か
な
る
比
重
を
有
す
る
か
の
検
討
が
改
め
て
問
わ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ

れ
は
今
後
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
貨
幣
地
代
収
入
の
増
大
を
予
見
し
て
、
目
前
り
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

不
完
全
で
は
あ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
論
証
さ
れ
た
限
り
で
も
、
出

o
E
0
5
0
8
領
の
領
主
直
営
地
経
営
を
単
純
に
古
典
荘
園
制
下
の
そ
れ

ー
!
領
主
直
営
地
の
賦
役
労
働
に
よ
る
自
給
自
足
経
営
|
|
と
規
定
す
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
し
か
し
乍
ら
現
在
ま
で
の
分
析
の
か
ぎ

り
で
は
、
問
題
の
核
心
を
な
す
直
営
地
の
一
匝
傭
労
働
者
に
つ
い
て
の
実
態
が
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
得
て
い
な
い
し
、
そ
の
経
済
的
規

定
性
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
現
在
利
用
可
能
な
史
料
で
は
l
i
l
裁
判
記
録
の
飲
如

|
iこ
れ
以
上
明
ら
か
に
さ
る
べ
き
も
の

は
な
い
よ
う
に
予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
は
、
十
三
世
紀
後
半
の
時
期
に
お
け
る

け

領
主
財
政
の
構
造
、
口
農

民
保
有
地
と
そ
の
上
に
展
開
さ
れ
る
農
民
経
営
、
円
開

市
場
町
如
何
気

0
5
2
C仏
仏
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
の
分
析
・
検
討
で
あ
り
、
そ

の
過
程
で
上
述
の
問
題
に
対
す
る
傍
証
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

(
出
刃
)

附

-v
山
本
稿
は
昭
和
四
十
年
度
文
郎
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
各
個
研
究
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
祉
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
』
)

果
の
一
部
で
あ
る
。

に
よ
る
研
究
成

十
一
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
忍

一O
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